
「史
記
」
に
お
け
る
時
間
表
現
に
つ
い
て

君

島

サEコ
ニ子

は
じ
め
に

本
稿
で
は
「
史
記
」
に
お
け
る
時
間
表
現
に
つ
い
て
取
り
扱
う
。

周
知
の
通
り
、
中
国
の
正
史
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ
る
「
史
記
」
は
、
司
馬
選
の
創
始
に
よ
る
紀
伝
体
で
”
記
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
歴
史
的

事
件
を
記
述
し
て
い
く
う
え
で
、
時
間
的
な
記
述
の
処
理
は
最
も
基
本
的
な
問
題
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
篇
に
お
い
て
、
主
要
な
事
件
を
記
述
し
て
い
る
途
中
で
、
同
時
進
行
的
に
他
の
場
所
で
起
き
て
い
る
事
件
を
記
述
す
る
際
に
、

何
ら
か
の
表
現
上
の
処
理
を
す
る
必
要
性
が
生
ず
る
。

或
い
は
、

一
つ
の
事
件
が
記
述
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
間
に
歴
史
的
な
時
間
経
過
は
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
場
合
、
そ
の
既
に
記
述
し
た
事
件
と
同
時
期
に
起
き
た
、
他
の
事
件
を
書
き
起
こ
す
際
に
、
時
間
を
遡
っ
て
記
述
す
る
必
要
性
が
生
ず
る
。

ま
た
、
あ
る
事
件
が
記
述
さ
れ
た
後
、
次
の
新
た
な
事
件
を
書
き
起
こ
す
際
に
、
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
を
示
す
必
要
性
が
生
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
、
記
述
の
際
の
時
間
表
現
が
「
史
記
」
で
は
如
何
に
あ
ら
わ
れ
る
か
に
着
目
し
て
用
例
を
抽
出
す
る
と
、
多
様
な
時
間
表
現
が

雌
認
で
き
る
。

以
下
、
具
体
的
な
時
間
表
現
の
用
例
を
列
挙
す
る
。

I 



2 

O
同
時
期
に
起
き
た
事
件
を
書
き
起
こ
す
と
促
え
ら
れ
る
も
の

「
嘗
田
疋
時
」

． 
「
世
間
此
時
」

． 
「
首
回
疋
之
時
」

． 
「
嘗
此
之
時
」

． 
「
嘗
其
時
」

． 
「
是
時
」

． 
「
此
時
」

． 
「
其
時
」

0
時
間
を
遡
る
こ
と
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る
も
の

． 
「始」

． 
「初」

O
事
件
と
事
件
と
の
時
間
経
過
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る
も
の

． 
「
久
之
」

「
居
久
之
」

． 
「
居
頃
之
」

． 
「
有
頃
」

． 
「
頃
之
」

． 
「居

O
O
〈
概
数
）
」

． 
「居
O
O
（
具
体
的
な
目
、
月
、
年
数
）
」

． 
「良
久
」

こ
れ
ら
の
用
例
は
「
史
記
」
各
篇
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
満
遍
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
用
例
に
関
し
て
は
特
定
の
篇
に
偏
在
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
史
記
」
に
お
い
て
時
間
表
現
の
用
例
が
偏
在
し
て
い
る
篇
を
取
り
上
げ
、
篇
の
中
で
時
間
表
現
が
如
何
に
機
能
し
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一一、
「
嘗
是
時
」． 
「嘗
此
時
」
に
つ
い
て

時
間
表
現
の
う
ち
、
同
時
期
に
起
き
た
事
件
を
書
き
起
こ
す
と
捉
え
ら
れ
る
語
句
と
し
て
「
嘗
是
時
」
． 
「
世
間
此
時
」

と
い
う
用
例
が
あ
る
。

本
章
で
は
主
に
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
考
・
鋲
を
加
え
る
。

の
用
例
は
全
九
例
中
二
例
が

に
み
ら
れ
、
明
ら
か
に
全
体
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
表
現
が
頻
出
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
史
記
」
に
お
い
て

「
嘗
是
時
」

の
用
例
は
、
全
五
十
一
例
中
六
例
が
、
ま
た
、「
嘗
此
時
」

「
項
羽
本
紀
」

そ
こ
で
、
以
下
具
体
的
に
「
項
羽
本
紀
」

で
の
記
述
の
順
に
、

こ
れ
ら
八
つ
の
用
例
を
引
用
し
つ
つ
、

そ
の
機
能
を
検
討
を
し
て
い
く
こ
と



に
す
る
。

1 

秦
の
二
世
元
年
七
月
に
陳
渉
が
秦
朝
打
倒
の
挙
兵
を
し
た
後
、
項
梁
と
項
羽
ら
も
そ
の
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
会
稽
で
叛
乱
を

起
こ
し
た
。

そ
の
後
、
召
平
が
陳
王
の
命
と
偽
り
、
項
梁
を
楚
王
の
上
住
国
に
任
命
し
、
西
進
し
て
秦
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
促
し
た
。

そ
こ
で

は
、
項
梁
が
八
千
人
を
率
い
て
江
を
渡
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
続
い
て
話
題
は
陳
袋
に
移
り
、
彼
に
つ
い
て
、
以
下
彼
が
東
陽
で
二
万
人
を

得
た
後
、
母
親
の
忠
告
を
聞
き
入
れ
項
梁
に
属
す
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

項
梁
波
准
。
鯨
布
・
務
将
軍
亦
以
兵
厨
駕
。
凡
六
七
寓
人
、
軍
下
獄
。
嘗
是
時
、
秦
嘉
己
立
景
駒
信
州
楚
王
、
軍
彰
城
東
、
欲
距
項
梁
。
項

梁
抑
制
軍
吏
日
、
「
陳
王
先
首
事
、
戦
不
利
、
未
聞
所
在
。
今
秦
嘉
倍
陳
王
而
立
景
駒
。
大
逆
無
道
。
」
乃
逃
兵
撃
秦
嘉
。
楽
嘉
軍
敗
走
。
迫
之

至
胡
陵
。
嘉
選
戦
。

一
日
嘉
死
、
軍
降
。
景
駒
走
死
梁
地
。
項
梁
己
弁
秦
嘉
軍
、
軍
胡
陵
、
将
引
軍
而
西
。
（
巻
七

項
羽
本
紀
第
七
）
）

「
賞
是
時
」
の
直
前
ま
で
は
、
六
、
七
万
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
項
梁
軍
が
下
部
に
陣
営
を
設
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
嘗
是
時
」

の

「史記Jにおける時間表現について

直
後
か
ら
は
新
た
に
秦
嘉
と
い
う
人
物
を
登
場
さ
せ
て
話
題
を
転
換
さ
せ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
読
者
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
「
骨
岡
田
疋
時
」
の
語
句
に
よ
っ
て
、
恰
も
映
画
の
シ
l
ン
が
切
り
替
わ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
。
そ
れ
は
、
「
嘗
是
時
」
の
直
前
で
は
項
梁
の
率
い
る
軍
が
下
却
に
陣
営
を
設
け
た
場
面
で
あ
る
が
、
「
嘗
是
時
」
の
語
句
に
よ
っ
て
そ
の
シ
l

ン
は
「
秦
嘉
己
立
景
駒
矯
楚
玉
、
軍
彰
城
東
、
欲
距
項
梁
。
」
と
、
同
時
期
に
秦
嘉
が
彰
城
に
陣
営
を
設
け
て
い
る
状
況
が
一
つ
の
場
面
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
記
述
に
続
い
て
、
場
面
は
「
項
梁
謂
箪
吏
日
」
と
、
項
梁
の
記
事
へ
と
戻
り
、

「
骨
闇
是
時
」

の
直
前
と
同
じ
場
面
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場
面
で
は
、
項
梁
が
、
陳
王
を
裏
切
っ
て
景
駒
を
擁
立
し
た
秦
嘉
を
非
難
し
、
秦

嘉
を
攻
撃
す
る
た
め
に
進
軍
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

2 

項
羽

・
浦
公
ら
と
別
行
動
を
と

っ
て
い
た
項
梁
は
、
定
陶
で
章
郎
軍
に
攻
撃
さ
れ
戦
死
し
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
況
の
下
で
次
の
よ
う
に

3 



4 

あ
る
。

章
郎
己
破
項
梁
軍
。
則
以
矯
楚
地
兵
不
足
愛
。
乃
渡
河
撃
越
、
大
破
之
。
A
V

田此
時
、

組
歌
篤
王
、
陳
鈴
信
用
将
、
張
耳
矯
相
。
皆
走
入
銀
鹿

城
。
章
郎
令
王
離
・
渉
開
園
鈍
鹿
。
章
郎
軍
其
南
、
築
南
道
而
輸
之
粟
。
陳
儀
信
州
将
、
将
卒
数
寓
入
、
而
軍
鐙
鹿
之
北
。
此
所
謂
河
北
之
軍

也
。
（
間
前
）

「
首
此
時
」
の
直
前
ま
で
は
「
章
郎
己
破
項
梁
軍
。
則
以
信
州
楚
地
丘
（
不
足
憂
。
乃
渡
河
撃
組
、
大
破
之
。
」
と
、
章
郎
率
い
る
軍
が
黄
河
を

渡
り
越
を
撃
破
し
た
場
面
で
あ
る
。
「
嘗
此
時
」
の
直
後
か
ら
は
、
越
歎

・
陳
鈴

・
張
耳
ら
が
鈍
鹿
城
へ
敗
走
す
る
場
面
へ
と
転
換
し
、
そ
の
事

態
を
承
け
て
章
郎
が
王
離

・
渉
開
ら
に
鐙
鹿
城
を
包
囲
さ
せ
た
記
事
へ
と
続
い
て
い
く
。

「
首
此
時
」
の
諸
に
よ
っ
て
、
読
者
か
ら
み
れ
ば
、

一瞬、

そ
れ
ぞ
れ
敗
走
す
る
三
人
の
姿
が
、
次
々
と
カ
メ
ラ
ワ
l
ク
に
よ
っ
て
切
り
替
え
ら
れ
て
映
し
出
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

3 

一
刻
も
早
く
鐙
鹿
城
を
包
囲
し
た
秦
箪
を
攻
撃
し
越
王
ら
を
救
援
す
べ
き
だ
、
と
す
る
項
羽
の
主
張
を
上
将
軍
の
宋
義
は
聞
き
入
れ
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
宋
義
は
士
卒
が
飢
え
凍
え
て
い
る
と
い
う
の
に
、
湾
の
大
臣
と
し
て
赴
く
息
子
で
あ
る
宋
襲
の
送
別
の
宴
会
を
盛
大
に

開
い
た
。
そ
の
こ
と
に
業
を
煮
や
し
た
項
羽
が
宋
義
を
「
枇
稜
之
臣
」
で
は
な
い
、
と
し
て
斬
る
事
件
で
あ
る
。

項
羽
展
朝
上
将
軍
宋
義
。
卸
其
帳
中
、
斬
小
木
義
頭
、
出
令
軍
中
日
、
「
宋
義
興
費
謀
反
楚
。
楚
王
陰
令
羽
謙
之
。
」

嘗
是
時
、

諸
将
皆
惰
服
、

莫
敢
枝
結
。
皆
日
、
「
首
立
楚
者
将
軍
家
也
。
今
将
軍
諒
鋭
。
」
乃
相
興
共
立
羽
矯
綴
上
将
軍
、
使
人
迫
宋
義
子
。
及
之
湾
、
殺
之
。
使
桓
楚

報
命
於
懐
王
。
懐
王
凶
使
項
羽
信
州
上
将
軍
。
笛
陽
君

・
浦
将
軍
皆
腐
項
羽
。
（
悶
前
）

宋
義
の
首
を
斬
っ
た
後
、
項
羽
は
部
隊
中
に
指
令
を
出
す
。
直
後
に
「
首
是
時
」
の
諮
旬
が
挿
ま
れ
て
、
「
諸
将
皆
惚
服
、
莫
敢
枝
梧
。
皆

日
、
『
首
立
楚
者
将
軍
家
也
。
今
将
軍
諒
組
。
』
」
と
、
諸
将
の
様
子
と
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
嘗
是
時
」

の
直
前
と
直
後
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陣
営
の
中
で
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
空
間
的
に
は
同

一
の
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
項
羽
の
一
言
葉
を
一本
け
た
諸
将
に

関
す
る
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
的
に
は
断
絶
な
く
、
連
続
し
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
の
出
来
事
と
な
っ
て
い
る
。
「
首
是
時
」

の
語
句



に
よ
り
、
読
者
に
と
っ
て
視
覚
的
に
想
起
さ
れ
る
場
面
が
印
象
的
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
己
の
武
力
に
よ
っ
て
結
果
的
に
は
上
将

中山十
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
獄
々
し
い
項
羽
の
姿
と
、
な
す
す
べ
も
な
く
、
た
だ
お
ろ
お
ろ
と
し
て
項
羽
の
行
為
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
諸

将
の
姿
と
の
対
比
が
、

「骨回目疋時」

に
よ
る
一
瞬
の
場
面
転
換
で
強
調
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

4 

次
の
用
例
は
、
前
出
3
に
引
用
し
た
記
述
の
砲
後
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

「史記」における時間表現について

項
王
己
殺
卿
子
冠
軍
、
威
震
楚
圏
、
名
聞
諸
侠
。
乃
泣
凡
口
闘
陽
君

・
蒲
将
軍
、
将
卒
二
前
向
波
河
、
救
鐙
鹿
。
戦
少
利
。
陳
払
跡
復
訪
丘
（
項
羽
。

乃
悉
引
兵
波
、
河
。
皆
沈
船
破
釜
甑
焼
踏
会
、
持
三
日
糧
以
示
士
卒
、
必
死
、
無
一
遠
心
。
於
日
疋
至
則
園
王
縦
、
興
秦
中
部
遇
、
九
戦
、
絶
其
南
道
、

大
破
之
。
殺
蘇
角
、
虜
王
離
。

沙
問
不
降
楚
、
白
焼
殺
。

嘗
是
時
、

楚
兵
冠
諸
侠
。
諸
侯
箪
救
鈍
鹿
下
者
十
鈴
壁
。
英
敢
縦
兵
。
及
楚
撃
奈
、

諮
将
皆
従
壁
上
翻
。
楚
戦
士
無
不
一
以
内
山
間
十
。
鑓
兵
呼
懇
動
天
。
諸
侯
箪
無
不
人
人
情
恐
。
於
是
己
破
秦
軍
、
項
羽
召
見
諸
侯
将
。

入
破
門
、

無
不
膝
行
而
前、

莫
敢
仰
・
刷
。
項
羽
由
自
疋
始
篤
諸
侯
上
将
軍
。
諮
侯
皆
属
駕
。
（
間
前
）

羽
羽
は
首
陽
君
、
蒲
将
軍
ら
に
二
万
人
の
兵
を
率
い
さ
せ
、
銀
脱
の
救
援
に
向
か
わ
せ
た
が
、
あ
ま
り
戦
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
項
羽
は
自
ら
全
軍
を
率
い
、
河
を
渡
り
鐙
鹿
に
赴
い
た
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

「世田是
時
」
の
直
前
ま
で
は
、
楚
軍
が
王
離
の
軍
を
包
囲
し
て
秦
軍
と
九
度
交
戦
し
、
南
道
を
絶
っ
た
こ
と
、
蘇
角
を
殺
し
、
王
離
を
捕
虜

に
し
、
楚
軍
に
降
伏
し
な
か
っ

た
渉
開
が
自
殺
し
た
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
戦
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
骨
回
目
疋
時
」
の
直
後
か
ら
は
、

記
述
が
こ
の
時
楚
の
兵
が
果
た
し
た
活
躍
の
話
題
に
転
じ
、
楚
の
兵
の
勇
猛
さ
が
強
調
さ
れ
た
後
、
そ
の
楚
の
兵
の
将
と
し
て
の
項
羽
の
立
場

が
諸
侯
を
恐
れ
さ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
項
羽
が
は
じ
め
て
上
将
軍
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

5 

項
羽
の
軍
は
新
安
で
秦
の
降
卒
二
十
余
万
人
を
穴
埋
め
に
し
た
後
、
秦
の
地
を
攻
略
し
な
が
ら
進
軍
し
、

一闘
谷
間
開
に
到
着
し
た
。

行
略
定
秦
地、

至
函
谷
闘
。
有
兵
守
閥
、
不
得
入
。
又
間
油
公
己
破
戚
陽
、
項
羽
大
怒
、
使
首
陽
君
等
撃
開
。
項
羽
遂
入
、
至
子
戯
西
。

5 



6 

浦
公
軍
額
上
、
未
得
興
項
羽
相
見
。
浦
公
左
司
馬
曹
無
傷
、
使
人
言
於
項
羽
目
、
「
浦
公
欲
王
関
中
、
使
子
嬰
儀
相
、
珍
賓
表
有
之
。
」
項
羽

大
怒
日
、
「
日
百
饗
士
卒
、
笹
川
撃
破
浦
公
軍
。
」

嘗
是
時
、

項
羽
兵
四
十
寓
、
在
新
製
鴻
門
。
浦
公
兵
十
蔦
、
在
議
上
。
沼
浴
説
項
羽
田
、

「
浦
公
居
山
東
時
、
食
於
財
貨
、
好
美
姫
。
今
入
閥
、
財
物
無
所
取
、
婦
女
無
所
幸
。
此
其
志
不
在
小
。
五
口
令
人
望
其
気
、
皆
矯
龍
虎
成
五

采
。
此
天
子
気
也
。
急
撃
勿
失
。
」
（
間
前
）

浦
公
が
戚
陽
を
破
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
項
羽
は
激
怒
し
、
品
日
田
陽
君
ら
に
図
谷
闘
を
攻
撃
さ
せ
、
開
中
に
入
っ
た
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

「
嘗
固
定
時
」
の
直
前
ま
で
は
、
百
無
傷
の
言
葉
を
聞
き
激
怒
し
た
項
羽
の
、
「
日
百
饗
士
卒
、
信
州
撃
破
浦
公
軍
。
」
と
い
う
語
が
記
さ
れ
て
い

る
。
「
首
是
時
」
の
直
後
に
は
、
両
軍
の
規
模
、
陣
営
の
場
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
記
述
は
「
沼
崎
説
項
羽
臼
、
」
に
始
ま
る
文
へ
と

続
い
て
い
く
。

こ
の
部
分
か
ら
は
、
両
者
の
勢
力
、
位
置
関
係
を
、
恰
も
術
鰍
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
項
羽
が
柿
公
を
伐
つ
決
意
を
表
明

し
、
そ
れ
に
対
し
沼
熔
が
、
取
り
逃
が
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
と
畳
み
か
け
る
。
そ
う
し
た
場
面
で
、

そ
の
時
の
項
羽
と
浦
公
と
の
兵
力
の

比
率
が
四
対
一
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
項
羽
軍
が
圧
倒
的
に
有
利
な
状
況
に
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
両
軍
の
陣
営
の
場
所
も

示
さ
れ
て
お
り
、
後
に
浦
公
が
自
分
の
陣
営
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
距
離
で
あ
っ

た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
し
て
記
述
は
「
項
羽
本
紀
」

中
盤
の
山
場
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
鴻
門
の
曾
」
へ
と
進
ん
で
い
く
。

「
鴻
門
の
舎
」
に
お
い
て
身
の
危
険
を
感
じ
た
浦
公
は
、
廊
へ
行
く
ふ
り
を
し
て
宴
席
を
離
れ
外
へ
出
た
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

浦
公
己
出
。
項
王
使
郁
尉
陳
平
召
浦
公
。
浦
公
日
、
「
今
省
出
、
未
僻
也
。
潟
之
奈
何
。
」
焚
噌
日
、
「
大
行
不
願
細
護
、
大
槌
不
都
小
議
。

如
今
人
・
万
策
刀
組
、
我
震
魚
肉
。
何
鱗
矯
。
」
於
是
途
去
。
乃
令
張
良
雷
謝
。
良
問
回
、
「
大
王
来
何
操
。
」
日
、
「
我
持
臼
壁
一
隻
、
欲
献
項

6 王
。
玉
斗
一
築
、
欲
輿
型
父
。
命
其
怒
不
敢
献
。
公
信
州
我
献
之
。
」
張
良
回
、
「
諮
諾
。
」
母
国
是
時
、

項
王
軍
在
鴻
門
下
。
浦
公
軍
在
筋
上
。

相
去
四
十
里
。
浦
公
則
置
車
騎
、
脱
身
猫
騎
、
興
焚
噌

・
夏
侯
嬰

・
新
彊

・
紀
信
等
四
人
、
持
剣
盾
歩
走
、
従
郡
山
下
、
道
主
陽
関
行
。
浦



公
謂
張
良
日
、
「
従
此
道
至
五
口
窓
不
過
二
十
盟
耳
。
度
我
至
軍
中
、
公
乃
入
。
」
（
同
前
）

浦
公
は
焚
噌
の
勧
め
も
あ
り
、
項
羽
ら
に
挨
拶
を
せ
ず
に
立
ち
去
る
こ
と
に
し
た
。

「
骨
回
目
疋
時
」
の
直
前
ま
で
は
、
浦
公
が
持
参
し
た
「
白
壁
一
雌
X

」
「
玉
斗
一
隻
」
を
、
張
良
に
自
分
の
か
わ
り
に
献
上
し
て
く
れ
る
よ
う
依

頼
し
、
張
良
が
承
諾
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
笛
田
辺
時
」
の
直
後
で
は
、
両
軍
の
陣
営
の
地
名
と
そ
れ
ら
互
い
の
距
離
が
示
さ
れ
て
い

る

こ
の
部
分
か
ら
も
両
者
の
位
置
関
係
を
術
・
撤
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
し
て
記
述
は
「
浦
公
則
霞
車
騎
」
に
始
ま
る
文
へ

と
続
い
て
い
く
が
、
命
を
狙
わ
れ
て
い
る
浦
公
は
こ
の
時
敵
陣
の
中
に
あ
り
、
身
の
安
全
が
保
障
さ
れ
る
自
軍
の
陣
営
ま
で
四
十
里
一
で
あ
る
こ

と
が
記
さ
れ
、
5
の
用
例
と
類
似
の
表
現
で
強
調
さ
れ
、
読
者
に
緊
張
感
を
与
え
る
効
果
を
も
た
、
り
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

7 

決
王
の
四
年
、
短
波
の
攻
防
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
で
、
漢
王
は
斡
信
の
部
隊
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
項
羽
は
彼
の
軍
の

「史記」におけるH寺問表現について

貯
蔵
食
焔
を
焼
い
た
彰
越
を
敗
走
さ
せ
、
漢
王
は
肪
武
に
進
駐
し
、
放
倉
の
食
糧
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。

項
壬
己
定
東
海
来
西
、
輿
漢
倶
臨
虞
武
而
軍
。
相
守
数
月
。

世
田
此
時
、

彰
越
数
反
梁
地、

絶
楚
糧
食
。
項
王
患
之
、
震
高
組
、
置
太
公
其

上
、
告
漢
王
日
、
「
今
不
急
下
、
五口
・烹
太
公
。
」
漢
王
日
、
「
五
ロ
輿
項
羽
倶
北
面
受
命
懐
王
。
日
『
約
矯
兄
弟
。
』
吾
翁
卸
若
翁

u

必
欲
烹
而
翁
、

則
幸
分
我

一
裕
焚
。
」
項
王
悠
欲
殺
之
。
項
伯
目
、
「
天
下
一
品
上
可
知
。
民
篤
天
下
者
不
一胤
家
。
雌
殺
之
無
盆
。
祇
盆
・
踊
耳
。
」
項
王
従
之
。

（
同
前
）

「
常
国
此
時
」
の
直
前
ま
で
は
、
項
羽
が
東
海
地
方
を
平
定
し
た
後
西
進
し
、
漢
と
時
間
武
山
に
臨
ん
で
布
陣
し
て
数
ヶ
月
対
持
し
た
ま
ま
、
と

い
う
場
面
で
あ
る
。
「
嘗
此
時
」
の
直
後
か
ら
は
新
た
に
彰
越
が
梁
の
地
で
叛
き
、
楚
の
食
糧
補
給
を
絶
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

7 

て
記
述
は
「
項
主
一
患
之
」
と
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
慮
し
た
項
羽
が
ま
な
板
の
上
に
漢
王
の
父
太
公
を
の
せ
、
漢
王
と
か
け
ひ
き
を
す
る
場
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面
へ

と
続
い
て
い
く
。

こ
こ
で
は
「
嘗
此
時
」
の
語
に
よ
っ
て
、
項
羽
軍
と
漢
王
軍
が
対
峠
し
て
い
る
場
所
か
ら
恰
も
カ
メ
ラ
が
切
り
替
わ
り
、
彰
越
の
、
梁
に
お

け
る
行
動
の
一
シ
ー
ン
だ
け
が
示
さ
れ
た
後
、
ま
た
再
び
も
と
の
場
面
に
戻
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
や
は
り
こ
の
用
例
も
、

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
用
例
と
同
岐
に
湯
面
転
換
の
機
能
を
持
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

韓
信
が
河
北
の
地
を
攻
略
し
、
楚
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
を
耳
に
し
た
項
羽
は
、
龍
且
に
命
じ
て
韓
信
を
攻
撃
さ
せ
た
。

韓
信
は
龍
且
を
殺
し
、
自
立
し
て
湾
王
を
名
乗
っ
た
。

こ
の
時
、
彰
越
が
再
び
叛
乱
し
、
梁
の
地
を
攻
略
し
、
楚
の
食
糧
補
給
を
絶
っ
た
。
そ

8 
こ
で
項
羽
は
大
司
馬
の
海
森
侯
十
回
答
ら
に
成
泉
の
守
備
を
言
い
つ
け
、
撲
と
交
戦
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
命
じ
て
自
ら
彰
越
を
討
っ
た

め
に
十
五
円
の
期
限
を
設
け
て
梁
の
地
へ
と
赴
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
、
似
の
下
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

外
損
．
不
下
数
日
。
己
降
。
頃
王
怒
、
慈
令
男
子
年
十
五
己
上
詣
城
東
、
欲
悦
之
。

外
蛸
令
舎
人
見
年
十
三
。
往
説
項
王
日
、
「
彰
越
強
劫

外
黄
。

外仲
買
恐
。
故
旦
降
待
大
王
。
大
王
至
、
又
皆
悦
之
。
百
姓
出
足
有
錦
心
。

従
此
以
東
梁
地
十
銭
城
、
皆
恐
莫
肯
下
失
。
」
項
王
然
其
言
、

乃
赦
外
黄
九
回
剛
院
者
。
東
至
雄
陽
。
間
之
皆
零
下
項
王
。
漢
果
数
挑
楚
軍
戦
。
楚
軍
不
出
。
使
人
辱
之
五
六
日
。
大
司
馬
怒
渡
兵
氾
水
。
士
卒

半
波
、
漢
撃
之
、
大
破
鐘
市
、
設
得
鐙
鴎
貨
賂
。
大
司
馬
鈴

・
長
史
務

・
怒
王
欣
、
皆
自
到
氾
水
上
。
大
司
馬
絵
省
、
故
断
獄
縁
、
長
史
欣

亦
放
機
陽
獄
吏
。
両
人
嘗
ん
伺
徳
於
川
引
仰
木
。
是
以
項
主
信
任
之
。

嘗
是
時
、

項．
4
」在
雌
陽
。
問
、
海
唇
侠
軍
敗
、
則
引
兵
退
。
漢
軍
庁
図
鑑
縦
昧

於
後
陽
東
。
項
王
至
。
漢
軍
同
窓
辺
、
心
限
定
険
組
。
（
同
前
）

外
黄
攻
略
に
思
い
の
外
手
こ
ず
っ
た
項
羽
は
外
貨
を
下
し
た
後
、
怒
っ
て
兵
役
年
齢
以
上
の
者
を
悉
く
穴
埋
め
に
し
よ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ

が
、
「
年
十
三
」
と
い
う
い
わ
ば
子
供
の
勧
告
を
受
け
容
れ
、
穴
埋
め
に
す
る
こ
と
を
中
止
し
て
し
ま
う
0

．
項
羽
が
東
方
の
雌
陽
に
進
軍
す
る

と
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
者
は
皆
項
羽
に
降
伏
し
た
、
と
こ
こ
ま
で
は
主
に
項
羽
の
行
動
を
中
心
に
し
て
記
述
が
進
め
ら
れ
、
項
羽
が
雌

陽
に
い
る
場
面
で
項
羽
に
関
す
る
記
述
は
止
め
ら
れ
て
い
る
。
続
く
記
述
で
は
、
項
羽
の
留
守
を
守
る
成
皐
城
の
場
面
に
転
じ
ら
れ
て
い
る。



成
皐
城
で
の
楚
軍
は
、
項
羽
の
命
令
通
り
漢
軍
が
戦
い
を
挑
ん
で
き
て
も
出
陣
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
漢
箪
が
楚
軍
を
侮
辱
す
る
こ
と
が
五
、

六
日
も
続
く
と
、
大
司
馬
の
曹
径
は
と
う
と
う
腹
を
立
て
軍
隊
を
出
し
結
局
大
敗
し
て
し
ま
う
。

「
骨
回
目
疋
時
」
の
直
前
の
記
述
で
は
「
大
司
馬
絵
省
、
故
断
獄
嫁
、
長
史
欣
亦
故
機
陽
獄
吏
。
商
人
嘗
有
徳
於
項
梁
。
国
疋
以
項
王
信
之
。
」
と
、

山
科
と
司
馬
欣
ら
が
か
つ
て
項
梁
に
恩
徳
を
施
し
た
こ
と
か
ら
項
羽
に
信
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
，一
人
の
人
物

に
対
す
る
補
足
的
説
明
で
あ
り
、
遊
軍
が
漢
軍
に
大
敗
し
、
「
大
司
馬
特

・
長
史
臨
調
・
纂
王
欣
、
皆
自
到
氾
水
上
。
」
と
、
曹
絵
、
董
殿
朝
、
司
馬

欣
ら
が
自
殺
し
た
所
で
こ
の
場
面
の
記
述
は
止
め
ら
れ
て
い
る
。
「
首
是
時
」
の
直
後
か
ら
は
、
再
び
雌
陽
に
い
る
項
羽
へ
と
場
面
が
転
換
さ

そ
れ
を
承
け
た
続
く
記
述
で
は
成
泉
城
の
楚
軍
を
破
っ
た
漢
市
が
鎚
離
昧
を
策
協
の
束
で
包
開

れ
、
羽
羽
が
兵
を
引
き
返
す
こ
と
が
記
さ
れ
、

し
、
項
羽
が
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
漢
箪
が
尽
く
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
引
用
し
た
部
分
に
お
い
て
、
項
羽
が
外
黄
を
攻
略
し
た
後
雌
陽
に
進
軍
し
た
場
面
か
ら
、
成
皐
城
へ
の
場
面
転
換
の
際
、
文
章
表
現
上

何
の
指
標
も
み
ら
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
成
率
城
で
楚
箪
が
大
敗
し
た
場
面
か
ら
、
雄
陽
に
い
る
項
羽
箪
の
場
面
へ
は
「
詰
回
定
時
」
の
語
句

「史記jにおける時間表現について

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
項
羽
が
雌
陽
に
い
る
こ
と
は
、

ほ
ん
の
少
し
前
に
記
述
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
め
て
ま
た
こ
こ
で

記
さ
れ
て
い
る
。
「
世
間
是
時
」
の
語
の
前
後
で
記
さ
れ
る
の
は
、
「
項
羽
の
い
な
い
」
楚
箪
が
破
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
項
羽
が
「
是
の
時
に
嘗

た
り
、
ま
だ
」
雌
陽
に
い
た
こ
と
で
あ
る
。
読
者
に
と
っ
て
は
、
項
羽
箪
が
こ
こ
に
き
て
大
き
な
痛
手
を
被
っ
た
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ

る
記
述
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
、
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
「
史
記
」
に
お
け
る
時
間
表
現
に
つ
い
て
、
辺
国
閉
店
時
」
「
首
此
時
」
と
い
う
こ
つ
の
用
例
に
限
定
し
、
こ
れ
ら
の
用
例
が
頻

出
す
る
「
項
羽
本
紀
」
で
の
記
述
を
中
心
に
し
て
そ
の
あ
ら
わ
れ
方
に
考
察
を
加
え
て
き
た
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
表
現
の
機
能
を
ま
と
め
て
お

9 
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き
た
い
。

「
項
羽
本
紀
」
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
嘗
是
時
」
「
嘗
此
時
」
の
語
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
「
場
面
転
換
」

の
働
き
を
持
っ
と
一
一一一口え

る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
読
者
に
、
恰
も
映
画
の
シ
！
ン
が
切
り
替
わ
る
か
の
印
象
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
嘗
是
時
」
「
嘗
此
時
」
に
よ
っ

そ
の
直
後
に
続
く
部
分
に
お
い
て
新
た
な
話
題
が
始
ま
る
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
「史
記
」
の
時
間
表
現
に
関
し
て
、
「項
羽
本
紀
」
に
み
ら
れ
る
他
の
時
間
表
現
（
「
固
定
時
」
・
：
八
例
、

「此
時
」
・：

一
例
）
と
の
比
較

や
、
他
の
篇
に
も
頻
出
す
る
異
な
る
時
間
表
現
の
機
能
の
解
明
と
そ
の
比
較

（
特
に
時
間
経
過
を
示
す
も
の
と
し
て
の
「
久
之
」
に
つ
い
て
は
、

全
四
十

一
例
中
「
刺
客
列
侍
」

：
・六
例

「
張
料
之
鴻
唐
列
侍
」
・
：
五
例
、
と
頻
出
し
て
い
る
。
）
な
ど
、
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
問
題
は
ま
だ
多
く

て
始
ま
る
部
分
は
、

残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
「
史
記
」
全
体
を
通
じ
た
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

注一
、
用
例
の
抽
出
に
は

「史
記
索
引
」
（
中
国
「
橋
屯
祝
出
版
社

一
九
八
九
）
を
参
考
に
し
た
。

ニ
、
「骨回開店時
」
に
つ
い
て
、
次
に
多
い
の
は

「秦
始
皇
本
紀
」「官
同
組
本
紀
」「
貌
公
子
列
侍
」
の
三
例。

「首
此
時
」
に
つ
い
て
は
、
「高
組
本
紀
」
「
陳
渉
世

家
」
に
各
二
例
み
ら
れ
る
。

三
、
以
下
の
用
例
は
、
瀧
川
抱
太
郎

「史
記
愈
注
考
諮
」
よ
り
引
用
し
た
。

（
き
み
じ
ま

あ
つ
し

中
国
文
学
）


